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まなびあい まなびあい

長
沼
高
校

長
沼
中
学
校

５
月
８
日
、
長
沼
高
校
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
「
Ｓ
ク
ラ
ブ
」（
３
年

１
組
瀧
川
朔
也
会
長
）
に
よ
る
校
外
清

掃
を
実
施
し
、
１
０
０
名
を
超
え
る
生

徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
毎
日
登
校
す
る

通
学
路
の
周
辺
や
敷
地
内
な
ど
、
学
年

を
超
え
て
協
力
し
な
が
ら
ゴ
ミ
を
拾

い
、
環
境
美
化
・
維
持
の
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

―
校
外
清
掃
実
施

―
地
域
学
習
「
長
沼
の
自
然
」

５
月
９
日
、
３
年
生
「
生
物
」
の
授

業
で
、
地
域
の
動
植
物
と
環
境
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
学
ぶ
地
域
学
習
「
長
沼

の
自
然
」
の
一
環
と
し
て
、
り
ふ
れ
前

防
風
林
の
野
外
観
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

植
物
の
階
層
構
造
、
生
息
す
る
野
鳥
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
植
物
利
用
、
エ
ン
レ
イ

ソ
ウ
・
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
植

物
観
察
な
ど
、
講
師
の
方
々
の
説
明
を

も
と
に
学
び
ま
し
た
。
観
察
の
最
後
に

は
フ
キ
、
イ
ラ
ク
サ
、
ヨ
モ
ギ
と
い
っ

た
山
菜
を
採
取
し
、
学
校
に
持
ち
帰
っ

て
天
ぷ
ら
に
調
理
し
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
域
の
自
然
の
恵
み
を
学

ぶ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

野草観察

野鳥観察

長沼高校のボランティアクラブ「Ｓクラブ」による校外清掃の様子

採取した山菜を天ぷらに調理

町
内
の
３
校
を
統
合
し
、
長
沼
中
学

校
が
誕
生
し
た
２
０
１
４
年
か
ら
10
年

の
時
が
過
ぎ
た
２
０
２
３
年
、
長
沼
中

学
校
は
10
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
こ
の
10
年
間
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
思
い
が
繋
が
っ
て
、「
ナ
ガ
チ
ュ

ウ
」
の
歴
史
と
伝
統
が
積
み
上
げ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
が
切
り
拓
い

た
道
の
そ
の
先
へ
と
進
め
る
べ
く
、
今

年
は
68
名
の
新
入
生
が
入
学
し
、
順
調

に
中
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

３
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る

活
動
に
制
限
が
か
か
る
中
で
行
事
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
と
社
会
情
勢
も
変
化
し
、

５
月
に
は
全
て
の
学
年
で
旅
行
的
行
事

を
無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
体
育
大
会
（
５
月
26
日

実
施
）
も
全
学
年
で
行
い
、
保
護
者
の

観
戦
も
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
３
年
と
い
う
時
間
が
「
今
ま

で
」
を
知
ら
な
い
生
徒
だ
け
の
中
学
校

を
生
み
出
し
ま
し
た
が
、
こ
の
状
況
を

悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
、「
新
し
い
ナ
ガ
チ
ュ

ウ
」
を
創
り
出
す
べ
く
、
生
徒
た
ち
は

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
年
は
中
学
校
の
各
行

事
・
活
動
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
ご
覧

い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

日
常
的
な
挨
拶
も
含
め
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
成

長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

―
10
年
目
ス
タ
ー
ト

【目　　的】
　長沼町社会教育施策について、諸計画の立案、
調査研究などを行い、広く町民の声を反映させるた
め、次のとおり長沼町社会教育委員を公募します。
【募集人数】
　若干名
【任　　期】　

令和５年７月１日～令和 7年６月 30 日
【募集期間】
　６月１日㈭～ 9日㈮
　最終日必着
【応募資格】

次の条件にすべて該当する方
①町内に居住している方
②満 20 歳以上（令和５年４月１日現在）で、社会
教育について関心を持っている方

③年３回程度開催される会議（平日の 18 時から概
ね２時間程度）などに出席できる方

④長沼町生涯学習推進協議会委員（年２回程度、
平日の 18 時頃から概ね１時間程度）を兼ねるこ
とのできる方

【応募方法】
別紙の応募用紙に必要事項を記入し、作文とと

もに次のいずれかの方法で提出してください。
※作文テーマ
��「私の考える長沼町の社会教育」（800 字程度）
①持　参：長沼町教育委員会社会教育課
②郵　送：069-1392�長沼町中央北１丁目１番１号

長沼町教育委員会社会教育課宛
【応募用紙】
　応募用紙は教育委員会で配布します。また、町
ホームページからもダウンロードできます。
【選考方法】
　応募された方の中から、書類により選考します。
　なお、応募者全員に選考結果をお知らせします。
【そ の 他】

委員になられた方には、町の規定による報酬及
び費用弁償を支払います。
【問 合 先】
　TEL：76-8025（社会教育課）
FAX：88-0888
ﾒｰﾙ：syakaikyouiku@ad.maoi-net.jp

◇ 長沼町社会教育委員の公募について ◇

未来をひらく人づくり事業

募集事業 対象内容 補助割合

国内研修事業 教育・芸術・文化・スポー
ツの振興を図るための国内
外での研修

対象経費の
２分の１以内

（予算の範囲内を
限度とする）

国外研修事業

生涯学習インス
トラクター養成
事業

未来の地域づくりや町づく
りに生かすことのできる資
格取得研修

教育・芸術・文化・スポーツなどの振興
を図るため、町の未来を担う人材育成事業
として研修生を募集します。

【問合先】社会教育係（☎ 76-8025）

◆対　象
　・過去に本事業助成を受けていない方
　・町内に１年以上在住している 20 歳以上の方

◆申　込
　いずれの事業も教育委員会に設置している
申込用紙に必要事項を記入し、社会教育係へ
提出してください。

コミュニティ・スクールは、学校と保護者や地域の皆さんがともに

知恵を出し合い、よりよい地域や学校づくりを進める仕組みです。（学

校からの要望によりスクールバス乗車指導を行いました。）

長沼町教育委員会では、小中学校で１つの学校運営協議会を設置し

保護者、地域住民、コーディネーター、校長、教職員などで話し合い

をしています。詳しくは、町ホームページをご覧ください。


